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日
本
で
最
も
古
く
、

最
も
深
い
港

　

横
浜
港
は
1
8
5
8
年
に
締
結
さ
れ
た
日

米
修
好
通
商
条
約
に
基
づ
き
、安
政
の
開
国

に
よ
る
開
港
五
港
の
一
つ
と
し
て
、日
本
で

最
も
古
い
時
期
に
開
港
さ
れ
た
歴
史
あ
る
港

だ
。2
0
1
2
年
の
貿
易
額
は
日
本
の
港
湾

で
3
位
、外
貿
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
で
は
2
位

と
貿
易
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
。し
か
し
、近

年
で
は
他
の
ア
ジ
ア
主
要
港
と
の
差
が
拡
大

し
て
き
て
い
る
厳
し
い
現
状
が
あ
る
。そ
こ

で
主
要
港
湾
の
集
中
的
な
整
備
を
行
い
、日

本
の
港
湾
の
国
際
競
争
力
を
高
め
よ
う
と
い

う
動
き
が
、こ
の
横
浜
港
を
含
ん
だ
国
際
コ

ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
で
行
わ
れ
て
い
る（
図
1
）。

　

戦
略
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
横
浜
港
に
は
、

他
の
日
本
の
港
湾
に
な
い
特
徴
が
あ
る
。そ

れ
は
、
湾
内
の
水
深
が
深
い
こ
と
で
あ
る
。

水
深
が
深
け
れ
ば
喫
水
の
深
い
最
新
の
大
型

コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港
可
能
に
な
る
た
め
、港

湾
の
国
際
競
争
時
代
に
お
い
て
水
深
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
。開
港
以
来
、沖
合
へ
と
拡

張
さ
れ
て
い
っ
た
横
浜
港
で
は
、沖
合
の
ふ

頭
ほ
ど
水
深
が
深
く
な
る
た
め
、こ
の
よ
う

な
地
理
的
特
徴
が
あ
る
の
だ
。

　

特
に
日
本
の
港
湾
は
コ
ン
テ
ナ
船
が
大
型

化
さ
れ
る
前
の
時
代
に
整
備
さ
れ
た
も
の
が

多
く
、後
の
時
代
に
整
備
さ
れ
た
ア
ジ
ア
諸

国
の
港
湾
に
比
べ
る
と
十
分
な
水
深
の
確
保

が
で
き
て
い
な
い
。現
在
で
は
喫
水
が
マ
イ

ナ
ス
18
ｍ
級
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
日
本
に

寄
港
で
き
な
い
た
め
、日
本
で
降
ろ
す
べ
き

荷
物
が
他
の
ア
ジ
ア
の
港
湾
で
ト
ラ
ン
シ
ッ

プ（
乗
換
）
さ
れ
、
単
位
荷
物
当
た
り
の
物

流
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
。そ
こ
で
大
型
コ
ン

テ
ナ
船
が
寄
港
で
き
る
港
を
つ
く
る
た
め
、

世
界
最
大
級
の
水
深
マ
イ
ナ
ス
20
ｍ
を
誇
る

南
本
牧
ふ
頭（
M
C
─
3
、4
）の
整
備
事
業

が
横
浜
港
で
ス
タ
ー
ト
し
た（
写
真
1
）。

前
例
の
な
い

大
水
深
で
の
護
岸
工
事

　

世
界
最
大
級
の
水
深
を
誇
る
場
所
で
の
護

岸
工
事
と
な
る
た
め
、工
事
に
は
一
般
的
な

ケ
ー
ソ
ン
構
造
で
は
な
く「
鋼
板
セ
ル
」と

い
う
特
殊
な
構
造
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
独
立
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
構
造
の
ケ
ー
ソ
ン

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
海
外
と
の
窓
口
と
な
る
港
湾
施
設
は
と
て
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
だ
。
今
回
は
、

日
本
最
大
規
模
の
港
湾
で
あ
り
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
（
※
コ
ラ
ム
参
照
）
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
横
浜
港
を
取
材

し
た
。
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
を
目
指
し
、
拠
点
港
湾
と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
紹
介
す
る
！

「
世
界
と
戦
う
港
湾
」

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ひ
も
と
く
!!

第
9
回

 

【
神
奈
川
】
横
浜
港
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
）

土木のお仕事学生が行く！
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湾
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と
違
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ル
が
連
結
さ
れ
て

一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、耐
震
性
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。特
に
大
水
深
部
で
は
、

地
震
に
よ
る
変
形
挙
動
が
大
き
い
た
め
、鋼

板
セ
ル
構
造
が
採
用
さ
れ
た（
図
2
、3
）。

　

鋼
板
セ
ル
構
造
は
鋼
板
で
つ
く
ら
れ
た
円

柱
を
海
中
に
据
え
付
け
て
基
礎
と
す
る
が
、

円
柱
の
大
き
さ
は
高
さ
32
ｍ
直
径
24
・
5
ｍ

と
世
界
最
大
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

高
さ
32
ｍ
と
い
う
10
階
建
て
の
ビ
ル
に
相

当
す
る
高
さ
の
も
の
が
全
長

4
0
0
ｍ
の
岸
壁
を
つ
く
る

た
め
に
い
く
つ
も
据
え
付
け

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
み
る

と
、工
事
の
規
模
が
想
像
で

き
る
だ
ろ
う（
写
真
2
）。

世
界
と
戦
え
る

港
湾
を

　

水
深
が
浅
い
と
い
う
地

形
的
要
因
以
外
に
も
、日
本

の
港
湾
が
世
界
の
港
湾
と
戦
う
た
め
に
解

決
す
べ
き
課
題
は
ほ
か
も
あ
る
。そ
の
一
つ

に
、ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
る
と
日
本
は
物
価

が
高
い
た
め
着
岸
料
金
も
高
い
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。た
と
え
ば
、ハ
ブ
ポ
ー
ト
と
し

て
名
高
い
韓
国
の
釜
山
港
の
着
岸
料
金
は
、

横
浜
港
と
比
べ
て
3
〜
4
割
程
度
安
い
。こ

れ
に
対
抗
す
る
た
め
、横
浜
港
で
は
港
湾
の

運
営
を
民
営
化
し
て
効
率
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、着
岸
料
金
を
安
く
し
よ
う
と
す
る

努
力
も
行
わ
れ
て
い
る
。ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
港
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る

た
め
の
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、実
は
こ

れ
ら
の
施
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
の
は

土
木
技
術
者
。港
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
た
ち
と
の
意
見
調
整
や
B
/
C（
費

用
便
宜
比
）等
に
よ
る
事
業
評
価
、時
に
は

計
画
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　

港
湾
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い

よ
う
に
思
え
る
が
、身
の
回
り
を
よ
く
見
て

み
る
と
我
々
の
生
活
は
海
外
貿
易
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。天
然
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
は
、も
の

づ
く
り
に
は
海
外
で
の
生
産
や
資
材
調
達
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、貿
易
が
日
本
の
も
の

づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。港
湾
を
整
備
す
る

と
い
う
こ
と
は
、「
も
の
づ
く
り
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
」大
切
な
お
仕
事
な
の
だ
。

　“アジアのハブ港”を目標に、重点的に整
備する港湾。東京・川崎・横浜の三港で構
成される「京浜港」と、神戸港と大阪港で構
成される「阪神港」があり、どちらも2010
年8月に選定された。
　特に「京浜港」では、生産拠点への充実し
た道路網を有する東京港、大規模製造業が
集積している川崎港、そして深い水深を有
する天然の良港である横浜港という三つの
港の特徴を活かした連携により、国際競争
力の強化を図っている。

COLUMN

国際コンテナ戦略港湾

図3　鋼板セル構造の断面図（出典：国土交通省）

●大水深海域でケーソン構造の場合

●大水深海域でセル構造の場合

連結された一体構造のため、耐震性が高い。
従来のケーソン方式に比べ経済的。

大水深のため地震発生時にケーソンの傾きが大きくな
り、その結果、岸壁法線の出入りが大きくなる。
※独立したブロック構造のため、地震時の変形挙動が大きくなる。

●大水深海域でケーソン構造の場合

●大水深海域でセル構造の場合

連結された一体構造のため、耐震性が高い。
従来のケーソン方式に比べ経済的。

大水深のため地震発生時にケーソンの傾きが大きくな
り、その結果、岸壁法線の出入りが大きくなる。
※独立したブロック構造のため、地震時の変形挙動が大きくなる。

図2　�ケーソン構造と鋼板セル構造の違い� �
（出典：国土交通省）

次
回
後
編
は
横
浜
港
を
運
営
す
る
横

浜
市
の
職
員
の
方
と
、
実
際
に
横
浜

港
の
工
事
に
関
わ
っ
て
い
る
ゼ
ネ
コ
ン

の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
港
湾
土

木
の
お
仕
事
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

予 告

図1　�世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキング� �
（出典：国土交通省）

（単位：万TEU）

1980年 2011年（速報値）

：

：
：

港  名 取扱量
1 ニューヨーク/ニュージャージー 195
2 ロッテルダム 190
3 香港 146
4 神戸 146
5 高雄 98
6 シンガポール 92
7 サンファン 85
8 ロングビーチ 82
9 ハンブルク 78
10 オークランド 78

港  名 取扱量
1（1） 上海 3,150
2（2）シンガポール 2,994
3（3） 香港 2,440
4（4） 深圳 2,257
5（5） 釜山 1,618
6（6） 寧波 1,469
7（7） 広州 1,440
8（8） 青島 1,302
9（9）ドバイ 1,300
10（10）ロッテルダム 1,190

13 横浜 72

16 釜山 63

18 東京 63

27（25） 東京 455

40（36） 横浜 308

47（48） 名古屋 255

39 大阪 25

46 名古屋 21
※大阪港は上位50位以下のため順位不明

［注］�外内貿を含む数字�
（　）内は2010年の順位�
大阪港については2010年の取扱量�
（1　TEUとは20フィートコンテナ1個分の取扱い貨物量のこと）

49（47） 神戸 247

─（56） 大阪 （228）

：

：
：

：

：
：
：

：
：

：


